
夏に向けて、熱中症になる人が
増えてきます。
熱中症を知って、しっかり予防
し、楽しい夏を過ごしましょう！

救急車を呼んで、一刻も早く病院へ行く必要のあ
る状態や、症状についても紹介しています。当て
はまる場合は、急いで119番しましょう。

このリーフレットでは、熱中症の
症状や応急手当を紹介しています。

http://www.fdma.go.jp/ 

※消防庁が作成した全国版救急受診アプリ「Q助」や「救急利用リーフット」も合わせてご
覧ください。（上記のQRコードをスマートフォンなどで読み取ることで、簡単に接続できます）

Q助サイト 救急車利用リーフレット



温度や湿度が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩
れ、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどいとき
には、けいれんや意識の異常など、様々な障害をおこす症状のことです。

家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために、体から熱が逃げにくく熱中
症になる場合がありますので、注意が必要です。

☺ 部屋の温度をこまめにチェック ! 

（普段過ごす部屋には温度計を置くことをお奨めします）

☺ 室温28℃を超えないように、エアコンや扇風機を

上手に使いましょう !

☺ のどが渇かなくてもこまめに水分補給 !

☺ 外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も！

☺ 無理をせず、適度に休憩を !

☺ 日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを !

・涼しい場所へ移動
・安静
・冷やした水分、塩分補給

・症状が改善すれば
受診の必要なし

・めまい
・立ちくらみ
・こむら返り
・手足のしびれ

・涼しい場所へ移動
・安静
・衣類をゆるめ体を冷やす
・十分な水分と塩分の補給

・口から飲めない場合
や、症状の改善が見
られない場合は、受
診が必要

・頭痛
・吐き気・吐いた
・体がだるい
・集中力や判断力の低下

・涼しい場所へ移動
・安静
・衣類をゆるめ保冷剤な

どで冷やす

・急いで救急車を要請

・意識障害（受答えや会
話がおかしい）

・けいれん
・運動障害（普段通りに

歩けないなど）
・体が熱い

症 状 医療機関への受診対 処重症度



高齢者の特徴

☝ 室温をこまめにチェックし、
エアコンや扇風機等を活用！

☝ のどが渇かなくても水分補給
をしましょう！

☝ １日１回汗をかく運動をしま
しょう！

☝ 世話をする人は、普段と様子
が違うと感じたら、ためらわ
ずに医療機関に受診させま
しょう！

汗腺などが未熟

地面の照り返しに
より、高い温度に
さらされやすい

子供の特徴

☝お子さんの顔色や汗のかき方を十
分に観察しましょう！

☝喉の渇きに応じて水分補給や休憩
をとらせましょう！

☝日頃から外遊びをさせて、暑さに
慣れさせましょう！

☝外出時は熱のこもりやすい服を避
けて、帽子をかぶりましょう！

持病をお持ちの方やお子さんは、かかりつけの医師とあらかじめ相談し、
熱中症対策についてアドバイスをもらっておきましょう

暑さを
感じにくい

のどの渇きを
感じにくい

水
分

✚ 涼しい場所や日陰のある場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる

✚ エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風をあて、体を冷やす

首の周り・脇の下・太もものつけね
など太い血管の部分を冷やす

飲めるようであれば
水分をこまめに取らせる

汗をかき
にくい

✚ 熱中症の応急手当 ✚



熱中症による救急搬送者の内訳（平成24年～平成29年合計） 搬送人員計 29４,633 人
※ 6～９月の調査集計

年代別では高齢者が５割近くを占めており、また、乳幼児と少年を合わせると１割以上と
なっています。熱中症による救急搬送者のうち、4割近くの方が入院しています。

熱中症により、毎年約４万人以上の方が救急搬送されています。熱中症による救急搬送者増
加の要因として、気温や湿度の上昇が関係していることが分かっています。特に、梅雨明け
前後の暑さには、最も注意が必要です！！

熱中症による救急搬送者数（平成2４年～平成2９年） 搬送人員計 294,633 人
※６～９月の調査集計

消防庁では、ＨＰ上で熱中症の救急搬送状況調査の速報を週ごとに公表しています。

URL： http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html

（人）

【年齢区分別】 【傷病程度別】

５割近くが高齢者、
乳幼児と少年が１割

以上を占める！

４割近くの方は入院
（重症･中等症）

が必要！

http://www.fdma.go.jp/

参考：環境省「熱中症環境保健マニュアル」
http://www.wbgt.env.go.jp/heatstroke_manual.php

(5月)(5月)(5月)
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2-4-8表

		

				年齢区分(人)												初診時における傷病程度(人)　

				新生児		乳幼児		少年		成人		高齢者		合計		死亡		重症		中等症		軽症		その他		合計

		H23		0		442		6,182		18,847		20,998		46,469		73		1,134		15,240		28,946		1,076		46,469

		H24		5		412		6,467		18,192		20,625		45,701		76		980		14,736		29,426		483		45,701

		H25		6		466		7,367		23,062		27,828		58,729		88		1,568		19,754		36,805		514		58,729

		H26		4		359		5,622		15,595		18,468		40,048		55		787		12,860		25,967		379		40,048

		H27		2		446		6,771		19,067		26,662		52,948		102		1,291		17,604		33,583		368		52,948

		H28		4		423		5,990		17,282		23,925		47,624		58		940		15,492		30,726		408		47,624

		６年間 ネンカン		21		2,548		38,399		112,045		138,506		291,519		452		6,700		95,686		185,453		3,228		291,519

				新生児		乳幼児		少年		成人		高齢者		合計		死亡		重症		中等症		軽症		その他		合計

				0.0%		0.9%		13.2%		38.4%		47.5%		100.0%		0.2%		2.3%		32.8%		63.6%		1.1%		100.0%

				21		2548		38399		112045		138506		291519		452		6700		95686		185453		3228		291519
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新生児
（生後28日未満）

0.0

乳幼児
（28日以上7歳未満）

0.9

少年
（7歳以上　
18歳未満）

13.2

成人
（18歳以上
65歳未満）

38.4

高齢者
（65歳以上）

47.5



H27,28

		



死亡

0.2

重症

2.3

中等症

32.8

軽症

63.6

その他

1.1



		



46,469人

45,701人

58,729人

40,048人

52,948人

47,624人



		

				合計

		42,130		2,904

		H27.6-		52,948

		42,496		2,788

		H28.6-		47,624
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